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研究成果の概要（和文）：　2言語で公開されている映画を基礎資料として、発話末の終助詞等の出現・不出現
に注目して、バフチンの対話論的な観点から、日英の対話に臨む姿勢という現象を明らかにした。具体的に言う
と、英語での発話では単に言い切ってしまう部分で日本語では終助詞等の形態がしばしば現れるのはどういうこ
とかという問題を資料に基づいて考究した。研究成果の公表として、論文3編、国内学会発表1回、国際学会発表
1回を行った。

研究成果の概要（英文）：  This study investigated verbal acts in interaction in different languages 
from a dialogical perspective of Mikhail Bakhtin while giving particular attention to the appearance
 and non-appearance of sentence-ending particles(shujosi) and other similar items at the end of an 
utterance. And it successfully showed that different dialogical stances are working on the verbal 
behavior when people engage in language activities in different languages. The study aparticularly 
explored why people simply assert an utterance when they speak English while people add 
sentence-ending particles etc. when they speak Japanese. As products of the study, three articles 
were published, one paper was read at a domestic conference and another one was read at an 
international conference.

研究分野：日本語教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　言語研究及び第二言語言語教育ではこれまで文の構成法という観点で発話の構築法を考えてきたが、発話の構
成という以前に対話に臨む姿勢が言語文化によって異なっており、その異なりが時に具体的な言語形式として現
れることがある。英語を代表とする欧米語との対比における日本語の終助詞等の文末表現はその一つの典型であ
る。本研究ではそのような現象に注目して対話に臨む姿勢というこれまでにない視点を提示した。対話に臨む姿
勢という視点は研究的にも教育応用的にも重要な視点でありながらまだ十分に注目されていない。今後同視点の
一層の深化が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
西口（2015）では、対面的相互行為についての対話論的な視座を提示した。同論考では、(1)

対面的な相互行為は物理的な音声のやり取りに過ぎないこと、(2)そうした物理的な音声のやり

取りが展開する出来事の系列として対話者相互に了解されるためには外言のやり取りだけでな

く内言の交信を想定しなければならないことを、明らかにした。また、同論考では、バフチン

の対話原理に基づいて、(3)人間を社会的交通の中で慣習化したプロトタイプ的なことば行為の

構築法であることばのジャンルを充填された対話的主体と見、(4)そうした対話的主体が対面的

な相互行為に従事するときに相互行為の各契機でそれぞれの主体において内言を要素とするポ

リフォニックな対話的空間が醸し出され、(5)対話者はそうした「内的発話の岸辺なき大海の中

から浮上してきた一個の島」（バフチン, 1980）として外言を発する、という見解を提示した。

そして、そのように生成される外言は、通常の場合は、(6)心的態度を直接反映する特定のイン

トネーションに載せられ、心的状態の直接的な表現である表情や視線や身体の動きとも同調さ

れて発出され、(7)そのようなものとして「話し手と聞き手の共通の領域」（バフチン, 1980）

となる、との見解を示した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、「同じ契機」における異なる言語によることば行為を比較対照することに

よって、そのような対話原理の諸見解を具体的な資料に基づいて検証し、検討することであ

る。具体的には、「同じ言語活動従事の契機」であるのに言語によって異なる言語要素が現れ

る現象に注目することとし、「同じ契機」における異なる2つの言語での発話を分析し考察する

こととした。分析の対象は個々の言語要素の対比ではなく、一定の種類の言語要素群の出現と

不出現とする。 
 
３．研究の方法 
「『同じ契機』における異なる言語によることば行為」研究のために本研究で扱うのは、映

画におけるセリフとその吹き替えである。具体的な人物がさまざまなセッティングで登場して

かれらが相互に関わり合い相互行為に従事してドラマが展開される映画では無数のことば行為

が交わされる。その具象体がセリフである。そして、そのセリフは特定の言語となることを免

れることはできない。映画はそのようなものとして、その当該言語の使用者たちによって鑑賞

される作品である。そして、一つの映画作品はしばしば、その中のセリフが別の言語のセリフ

につまり吹き替えとして置き換えられてもう一つの作品となる。インフォーマルな観察から明

らかなように、オリジナルのセリフと吹き替えは、類似の言葉遣いになっている場合もあれ

ば、異なる種類の言葉遣いになっている場合もある。また、場合によっては要約のようになっ

ていることもある。しかし、特段の文化間的な背景理解の困難などがある場合などを除いて、

いずれの吹き替えも基本的にはオリジナルのセリフの「最大限の等価物」としてプロの翻訳者

によって起草されている。言語の生態として、このような状況はひじょうに特異なものであ

る。しかし、それは、「同じ契機」における異なる言語によることば行為が観察できるまたと

ない機会でもある。本研究ではそうした契機における２種類の言語によることば行為を比較・

対照する。具体的には、日・英の比較・対照を行う。 
 
 
４．研究成果 

 今回、対面的相互行為におけることばを対話論的に対照（具体的には日本語と英語）して研

究することを通して、改めて以下のことが明らかになった。(1)各言語には個々の発話の構成以



前に対話に臨む姿勢というようなものがあること、(2)そうした姿勢が実際の発話の構成に少な

からず影響を与えること、(3)その影響の一つとして日本語発話における終助詞等の出現と英語

におけるそうした要素の不出現あるいはその他の要素の出現という現象に現れること、であ

る。(3)についての実証的な資料の概要を述べると、英語と日本語の2言語で公開されている、

大部分が日常的な対面的相互行為で展開されている映画の英語のセリフと日本語のセリフを対

照したところ、英語バージョンで平叙文となっている部分（809例）で、(a)日本語バージョン

では1つまたはそれ以上の終助詞が付加した発話が多数（37％）見られた、(b)「じゃない」

「でしょ」「かも」「から」「のに」など終助詞以外が付加した発話も多数（9％）観察され

た、という特徴的な現象が観察された。これは日本語での言語活動では、叙述に対する態度や

伝達態度などが留意されて、それを具体的に言語形式で示すことが要請されていることを示し

ている。逆にいうと、日本語での言語活動従事において対話に従事する者は､叙述とそれへの判

断だけでなく、発話の瞬間に現下の事柄に対する態度や伝達態度をもうごめかせてしばしばそ

れを言語的に表示するとこが慣習化されているということになる。そして、英語などの欧米語

においては多くは欠如している終助詞等は対話に臨む基本的な姿勢に関わるものなので、その

習得を支援するためには言語面での指導ではない種類の指導が必要であることが示唆された。 
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